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粂 例

◊住店我示の実施に伴う関係条例の整

  理に問する条例 く第32号）1400

  ◊ fll崎市耽員の公務災害補供等の付加

給付に問する粂例の・~部を改正する

  条例（第33号）1400

  ◊ lil崎巾-丁:数料条例の一部を改正する

  条例（弟34号）1401

◊川崎市市民保愛所条例を凌止する条

    例（第35号> r,ナ,…-・-・1401

◊川峙市市民休暇村粂例を廃止する条

  例 く弟36号3 1401

◊川崎市立労®会館条例の一部を改正

  する粂例（第37号）1401

◊川崎ih現境基本条例の一部を改正す

  る条例（第38号）1402

◊川崎市綠の保全及び緑化の推進に関

する条例及び川崎市郁市計画法に基

づく開発許可の基準に関する条例の

  ―部を改iEする条例{第39号）1403

◊川崎i|T都市公園粂例の一部を改正す

  る条例（第40号）1403

◊川崎市障害者施策推進協議会粂例の

  一部を改正する条例（第41号）1404

◊川崎市小児医療ft助成条例の一部を

  改疋する条例{第U号）1404

◊川崎市母子生活支援施設条例の一部

  を改正する条例（第43号）1405

◊川時市要保護児®生徒新入学支度資

金貸付条例及び川崎市要保誤世帯奨

学資金貸付条例を廃止する条例（第

    44号）       1405

◊川崎市地区計画の区域内における建

築物に係る制限に関する粂例の一部

  を改正する条例（第45号）1405

◊川崎市入江崎余熱利用ブール粂例の

  -郎を改正する条例（第46号）1407

◊川崎市港湾施紋条例の一部を改足す

  る条例（第4?号）1407

◊川崎市消防団員fi免条例の一部を改

  正する条例（第48号）1408

◊川崎rb火災予防粂例の一部を改正す

  る条例（第相号）1408

◊川崎市立高等学校授業料等徴収粂餌

  の一郎を改正する条例 く醉50号> 1408

◊川崎市立幼稚園保育料及び入圈料掻

収条例の一部を改Iする条例 く第51

  号）1409

規 則

◊川崎巾公舎管理規則の一部を改五す

  る規則（第86号} 1109

◊川崎市自転車等の放置防止に問する

条例施行規則及び川崎市消防出の組

雄及び消防団貝の階級等に閲する規

  則の-部を改正する規則（染S7号）1409

◊川崎市戦員の公務災害補欲等の付加

給付に関する条例施行規則の一部を

  改正する規則（第88号} 1409

◊川崎市母手生活支援施設条例施行規

  則の-部を改正する規則¢第39号）1410

◊川崎df人iE崎余熟利用プール条例施

行規則の一部を改正する規則（第90

  号）1412

◊川崎『17港湾施設条例施行規則の一-部

  を改EEする規則（第91号）1413

◊川崎市火災予防規則の一部を改正す

  る規則（第92号） 1414

告 示

◊川崎市教育委員会委員の任命（第

  471!?) 1415

◊公共卜水道の供用及び下水の処理の

  開始 く箱472号) -1415

  ◊道路区域の変更（第473号）1416

  ◊道路の供用開始（第474号）1416

◊結核子防法による指定医療機関の指

  定の辞退（窮475せ）1415
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に改める。

 附W

この粂例は、公布の日から起翼してI年を経遇した8

から施行する。

!1|崎市環境基本条例の~餌を改正する条例をここに公

布するn

で成16年10月bl日

川峙市ft阿部孝夫

川崎市条例第38号

川崎市IR境基本条例の一部を改一也する条例

川峙市環境基本条例（平成3牟川崎市条例第2S号）の

部を次のように改疋する。

H次中「-第9条」を・第9条の2Jに、

「酌4章環境政策審議会（第13条>

弟5章年次報告（第14条1第16条）

第6阜補則（第17条\郎21条>」

を

「第一'1章環境審議会（第13条）

第5草補則¢第14粂~弟18粂)」

[こ改める。

芯3条の2窮1項中「川崎市環境保金蕃謖会」をrni

崎市環境春議会（第13条を除き、以下r佛斑会jという。)」

に改める。

卒9条第1項中「川培市環境政策審迸会」を「審淡会J

に改める。

沁2章中第9条の次に次の1条を加える。

¢年次報告）

第9条の2市は，基本計画の適正な進行管理を図る

ため.市の環境の現状、環境の保金及び創造に関して

講じた施策等について年次報告薔を作成し，これを公

表しなければならない。

2 ポ反は、必掛があると認めるときは・年次報告寄に

ついて審議会の意見を聴くものとする。

節12条第2項中「川崎市環境政策審議会」を「審05会J

に改める。

「第4章®境政策審議会」を「第4帝環境審議会」

に改めるa

第IS条の昆出しを「(環境審議会)」に改め、同条帝1

項中I調査審流する」の次に「ほか，環境の保全に閲す

る®要事項について専門的に調査審議する」を加え、

r川崎市環境政策審讓会」を「川埼市現境審議会」に改

め・条第2担名号を次のように改める。

[1!この条例その他環境の保全に関する条例によりそ

の権限に尿させられた事項

Wその他環境施策に閣し¢長が必要と認¢た事頂

弟13条第3頂及び第4項を削り，同条弟5項中「5人一|

を「311人」に改め.同項を同条第3項とし・同条第6項

中「環境に間し®れた廉見Jを「市民及び学識経験.|に

改め' f議会の同童を得て」を削り，同項を同条第4項

とし、同粂第7項を同条第5項とし，同条第9項中Bこ

ついて」を「の組廉及び運常に開し」に、「市長が」を

「規則で]に改め，同項を同条第12項とし、同条第8項

中「委員」の次に「及びBE時委員」を加え・同項を同条

第9項とし、同項の次に次の2項を加えるD

1n審議会は、規則で定めるところにより、部会を置

くことができる。

11審議会は・規則で定めるところにより、部会の決

識をもって審攘会の決讓とすることができるD

第13条第5項の次に次の3項を加える。

6 委員のほか，特別の事項を調査審洪させるため必要

があるときは、#議会に臨時委員を®くことができる。

7臨時委員は、学識経験を有する者その他市長が適当

と認める者の.うちから・市長が委嘱する、

8臨時委貝は、特別の事項に関する調査審議が終了し

たときは、解嘱されるものとする。

第5章を削る。

弟¢5崋中第17条を第14条とし、窮18条から第21条まで

を3条ずつ繰り上げる。

梁6車を第5車とする。

附則

(施行期ヨ）

1この条例は・平成16年11月1日から施行する。

(経過措置）

2この条例の施行の日（以下「施行口.|という。）以

後敢初に改正後の条例¢以下「新条例Jという。）第

13条第4項の規定により委嘱される川崎市環境審嫌会

(以下「環境萌謎会」という。）の委周の任期は，同条

第5項の規定にかかわらず，平成1S牟2月2SBまでと

する。

3施行日前に改正前の条例の規定により川崎市環境保

全審議会（以下「環境保全審議会」という。）又は川

崎市環境政策審班会に対してされた手続その他の行為

は・新条例の相当規定により環境審議会に対してされ

た手続その他の行為とみなす。

(川崎市環境保全審議会条例の廃止）

4川崎市環境保金審議会条例（竿成11年川崎市条例第

46号）は、廃止する。

(川崎市環境保全春議会条例の廃止に伴う経過措ffl)

5この条例の施行の際現に前項の規定による廃止前の

川崎市環境保全審議会条例（以下「旧環境保全蔀斑会

粂例」という。）第3条第2項の規定により委嘱され

た環境保全審汲会の委員である者は，施行日に新条例

第13条第4項の規定により環境審識会の委員として委

嘱されたものとみなし、その任期は、同条第5項の規

定にかかわらず，施行日における従前の環境保金恭迸

!
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  会の委Sとしての汗期の残任期間とする、I

  6この粂例の施行の咬現に旧環境保全春31会¢f*j弟3 '

条弟4項の規定により娶曜された環境保金¢汲会の臨f
時委貝である者は、te行口に新条例弟13粂祐7¢の規

定により頃埴審謙会の&時委員として委蠣されたもの

とみなす,，

(川崎市略聚物の処理及び再生利用等に関する条例及

び川崎市公害防止等中活環境の保全に間する条例の一

部改正）

7次に掲げる条例の規定中riu崎市環境保全蕃迸会j

 をππ崎?)f環境審議会.1に改める,，

di川崎市晚棄擲の処理及び再生利用等に関する条例

(平成4年川崎市粂例第51号）第イ5条の2

n）川崎市公害防止等生活環境の保全に関する条例

(平¢n年|II崎市条例第SO号）第128条

(川崎市公害防]£等生活環境の保全に関する条例の一

部改正に伴う経過措既）

8縮行日前に前項の規定による改正前の!||崎市公害防

止等生活現境の保全に閣する条例の規定により環境保

全審議会に対してされた手続その他の行為は，周項の

規定による改iE後の同条例の相当規定によ*)環境審議

会に対してされた手続その他の行為とみなす。

川椅市緑の保全及び錄化の推進に閲する条例及び川崎

市都市計画法に基づく問発許可の基準に関する粂例の一

部を改正する条例をここに公布する。

平成16年10月14S

川峙市畏M部孝央

川蛸市条例第39号

i I [崎市緑の保全及び緑化の推進に関する粂

例及び川崎市都市計画法に基づく開発許可

の基準に間する条例の一部を改正する条例

(川崎市緑の保金及び緑化の推進に関する条例の一部

改正）

第1粂川崎市緑の保全及び綠化の推進に関する条例

 (平成π年川崎市粂例第49号）の一部を次のように改

正する。

第8粂第2項第3 V中「錄地の配置』を「市の設®

に係る都市公園¢郁市公間法（昭和31年法律第79号）

第2条弟1項に規定する都市公圃をいう。> の整備の

方針その他保全すべき緑地の確保及び緑化の椎進」に

改め，同項第4号中「都市縁地保全法（昭和48年法律

第72号a以下「法」という。）第3条」をr都市緣地

法¢昭和48年法律第72号。以下「法]という。）第12

条』に、f抹地保全地区」を「特別綠地保全地区jに

改め，同項第5号中「綠化の推進を重点的に図るペき」

を「重点的に緑化の推進に配慮を加えるべき」に改¢,

同条第3項中「川峙市環境保全審決会」をr川崎市環

境♦讓会」に改める,，

第Uあft1項中f綠地保全地区」を「特別好地保全

地区』に改める。

第25条解1項中「に規定する緑化の推進をD:的に

図るべき池区」を「の堆区Jに改める。

<川崎市都市計函法に基づく間発貯好の基準に閲する

条例の一郎改正）

來2条川崎市都市計衡法に基づく開発許可の蒸准に間

する条例（平成15年川崎市条例第27号）の--部を次の

上うに改正する。

第5粂第1号中r緑地保全地区」を「特別緑地保全

地区」に改める。

附則

(施行期日）

Iこの条例は.規則で定める日から梅行する。ただし、

第1条の規定（川崎市緑の保全及び緣化の推進に閣す

る条例第8条第3項の改正規定に限る。）及び附則第

4項の規定は、平成16年11月1日から施行する。

(経過措醒）

2この条例の施行の際現に第I粂の規定による改正前

のfl!崎市緑の保全及び締化の推進に関する条例¢以下

r旧条例』という。）弟8条の規定に基づき策定されて

いる川崎市緑の基本5一 (以下「旧基本計面」という。）

は，第1条の規定による改正後の同条例（以下I新粂

例」というJ第S条の規定に基づき策定された川崎

市祿の基本計画¢以下「新基本計画」という,Jとみ

なす。

3 この条例の施行の際旧基本計画に定められている旧

条例第8条第2項第5号の地区は・新基本計画に定め

られた新条例第8粂酢2項第5号の地区とみなす。

 4附則第1項ただし界に規定する規定の施行のπ前に

旧条例の規定により川崎市環境保全審議会に対してさ

れた手統その他の行為は、新条例の相当規定により川

崎市環境密讓会に対してされた手続その他の行為ヒみ

なす。

川崎市都市公園条例の-・部を改正する条例をここに公

布する。

乎成16年10月14日

  . 川崎市長阿部孝夫

川障市条例第叩号

川崎市都市公園条例の一部を改正する条例

川崎市都市公園条例（昭和32年川崎市条例第6号）の

―部を次のように改正す石。

目次中「第23粂」を1'帯2S粂」に・「第245Uを「第

29条」に改めるc

第4条第I項ただし再中「第5条第2項」を「第5粂

第1項」に改める。
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